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（単位：百万円）

2023年3月期 2024年3月期 前期比

第2四半期実績 第2四半期実績 増　減

売上高 16,950 18,449 1,499 

営業利益 ▲543 ▲172 371 

経常利益 ▲551 ▲112 438 

税引前当期純利益 ▲549 ▲435 113 

当期純利益 ▲592 ▲580 11 

営業CF 1,431 733 -

投資CF ▲475 ▲1,456 -

財務CF ▲51 1,141 -

期末残高 7,970 5,986 -

経営成績サマリー
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2024年3月期第２四半期実績

新型コロナウイルス感染症が５類に移行し需要回復の兆しは見えるものの、円安に伴う物価上昇等の影響による消費マインドの

低下から集客は伸び悩み、売上高は18,449百万円（前期＋1,499百万円）、営業利益は▲172百万円（前期＋371百万円）

ブランド転換、リモデルに伴う固定資産除却損、不採算店舗閉店等による損失を計上し、当期純利益は▲580百万円（前期＋11百万円）



短期及び長期の借入金（有利子負債）は、前期末に対して1，287百万円増加の6,785百万円

現預金残高は前期末に対して417百万円増加の5,986百万円。自己資本比率は33.7%

貸借対照表の状況

2023年3月末 2023年9月末
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自己資本比率
33.7%

D/Eレシオ
0.89

自己資本比率
36.5%

D/Eレシオ
0.67

（単位：百万円）
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既存店売上高2019年1月～12月比_当社業態ごとの動向

業態別既存店売上高2019年1月～2019年12月比の推移

すし業態         ：にぎりの徳兵衛・海鮮アトム 他

洋食業態 ：ステーキ宮 他

焼肉業態 ：カルビ大将・味のがんこ炎・がんこ亭

居酒屋業態  ：いろはにほへと・寧々家 他

9月実績

すし業態
90.0％

焼肉業態
89.5％

洋食業態
87.7％

居酒屋業態
79.9％
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エネルギー価格を中心とした物価高の影響が大きく、レストラン業態は緩やかに下落傾向となった

コロナ禍における行動制限が解除され、社会経済活動の正常化が進む中で、居酒屋業態の回復が顕著



既存店売上高2019年1月～12月比_競合比較

洋食業態が低迷し、競合に対し回復に遅れ

居酒屋は順調に回復

洋食業態 すし業態

焼肉業態 居酒屋業態
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既存店売上高増、リモデル、業態転換、不採算店整理により利益創出をしたものの、インフレ影響を取り戻すには至らず、

営業利益は▲172百万円（前期＋371百万円）

営業利益の状況

営業利益の要素別要因 （単位：百万円）
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主な内容
▲たれ小売売上減
▲人件費増

主な内容
▲食材原価増
▲エネルギー単価増
▲人件費（時給単価）増



売上高増の取り組み
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ビールキャンペーン

すし業態 国産本マグロ

レストラン業態では、目的来店を促す高付加価値商品の投入やメニュー変更にあわせて、折込チラシやCMを展開

新規顧客獲得のため、8月にビールキャンペーンを全業態で実施、来店顧客に再来店を促すクーポン配布

ステーキ業態 寿司業態

焼肉業態



店舗開発の取り組み

ライフスタイル変化へ対応するためのリモデルを中心に、店舗改変を実施

駅前立地の寧々家を収益性の高い、いろはにほへとに転換

新規出店・転換を組み合わせたドミナントエリアの形成と収益力の低下した店舗の閉店含め店舗配置最適化を推進
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店舗開発実績

リモデル：ステーキ宮バーコーナーの利便性向上 転換：寧々家→いろはにほへと

上半期 詳細

新規出店 1 焼肉1

リモデル 17 ステーキ宮8・寿司5・居酒屋2・カラオケ2

業態転換 4 焼肉2・居酒屋2

閉店 14 ステーキ宮1・寿司1・居酒屋12



中長期的な企業価値向上と持続的な成長に繋げるため、ESG及びSDGsへの取り組みを推進

・持続可能な食材調達の取り組みの一環として、環境負荷を低減させた完全養殖システムにより生産された活〆米子おさしみまさばの

販売

・愛知県産渥美プレミアムラスサーモン、福井県産甘エビ等、店舗展開地域の食材を積極活用し、競合との差別化だけではなく、

地域経済の発展にも貢献

ESG経営及びSDGsへの取り組み
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2024年3月期の見通しと

下半期の取り組み
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コロナ禍における行動制限の緩和を経て、ライフスタイルの変化と消費回復に合わせた集客施策の投下により、売上回復を計画

引き続き原材料・エネルギー等の価格高騰が見込まれるものの、コスト最適化活動を推進することで、売上高37,287百万円、

営業利益225百万円、経常利益315百万円を見込む

2024年3月期の見通し
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（単位：百万円）

2023年3月期実績 2024年3月期見通し

実績 構成比 見通し 構成比 前期比 差額

売上高 35,239 100.0% 37,287 100.0% 105.8% 2,047

売上原価 12,422 35.3% 12,753 34.2% 102.7% 330

売上総利益 22,817 64.7% 24,534 65.8% 107.5% 1,716

販売費および一般管理費 23,838 67.6% 24,309 65.2% 102.0% 470

営業利益 ▲1,020 ▲2.9% 225 0.6% - 1,245

経常利益 ▲1,134 ▲3.2% 315 0.8% - 1,449

当期純利益 ▲2,165 ▲6.1% -662 -1.8% - 1,503



レストラン業態では、値頃感のあるセットメニューや競合と差別化した商品調達など付加価値の高い商品の投入にあわせて、

積極的に販促施策を実施

下半期の取り組み
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ステーキ業態 居酒屋業態すし業態



引き続き、新規出店、ブランド転換、リモデルで顧客ニーズの変化に対応し、店舗配置最適化を推進

下半期は新規出店2店舗、リモデル3店舗を計画

店舗開発計画
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店舗開発計画

新規出店 2店舗
2023/11 カルビ大将イオンモール京都桂川店
2023/12 ステーキ宮新潟新発田店

リモデル
2023/10 ステーキ宮2店舗
2023/11 カラオケ時遊館1店舗

ステーキ宮リモデル



ESG経営及びSDGsへの取り組みを推進し、中長期的な企業価値向上と持続的な成長を目指す

・店舗配送頻度の見直しによる二酸化炭素の排出量抑制

・環境問題や食料不足問題の改善で代替肉として注目される植物性由来の大豆ミートのハンバーグをブラッシュアップし、お手軽に

注文いただけるメニューとして販売

・持続可能な食材調達の取り組みの一環として、持続可能な養殖業による生産物であることを証明する「SCSA認証」を受けた

アセロラ真鯛®販売

ESG経営及びSDGsへの取り組み
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Appendix
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業態の展開状況
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都道府県別店舗数

青 森 県 9 静 岡 県 6

岩 手 県 12 愛 知 県 60 （ 6 ）

宮 城 県 25 岐 阜 県 29 （ 3 ）

秋 田 県 10 三 重 県 9 （ 1 ）

山 形 県 10 石 川 県 5

福 島 県 18 富 山 県 3

茨 城 県 24 福 井 県 20

栃 木 県 24 滋 賀 県 5

群 馬 県 9 京 都 府 2

埼 玉 県 8 大 阪 府 4

千 葉 県 7 奈 良 県 1

東 京 都 3 兵 庫 県 4

神奈川県 3 山 口 県 1

新 潟 県 8 福 岡 県 1

長 野 県 16 熊 本 県 1

山 梨 県 4 宮 崎 県 1

合　計 342 （ 10 ）

（）は内ＦＣ店舗数
飲食事業

店舗業態 ブランド

居 酒 屋 業 態 寧々家、いろはにほへと 他

洋 食 業 態 ステーキ宮 他

寿 司 業 態 にぎりの徳兵衛、海鮮アトム 他

焼 肉 業 態 カルビ大将、味のがんこ炎 他

和 食 そ の 他 かつ時 他

カ フ ェ 業 態 小さな森珈琲 他

カラオケ事業

店舗業態 ブランド

カ ラ オ ケ 時遊館



2024年3月期第2四半期末現在の地域別/業態別の店舗数
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洋食業態 19 53 10 6 23 10 1 3 125

すし業態 1 0 1 9 31 3 0 0 45

焼肉業態 10 11 8 9 29 2 0 0 69

和食業態 0 0 2 4 4 0 0 0 10

カフェ業態 1 1 1 0 0 0 0 0 3

レストラン 31 65 22 28 87 15 1 3 252

  居酒屋業態 32 11 6 0 5 1 0 0 55

飲食部門 63 76 28 28 92 16 1 3 307

    カラオケ業態 21 2 0 0 2 0 0 0 25

直営店計 84 78 28 28 94 16 1 3 332

FC店 0 0 0 0 10 0 0 0 10

全店合計 84 78 28 28 104 16 1 3 342

関西東北 関東 甲信越 北陸 東海 中国 九州 計



業態ごとの店舗数推移
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2023年3月期 2024年3月期

期末店舗数 新店 転換増 転換減 閉店 小計 リモデル 第2四半期末店舗数

洋食業態 126 ▲ 1 ▲ 1 8 125

すし業態 46 ▲ 1 ▲ 1 5 45

焼肉業態 68 1 2 ▲ 2 1 69

和食業態 10 0 10

カフェ業態 3 0 3

レストラン 253 1 2 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 1 13 252

  居酒屋業態 67 2 ▲ 2 ▲ 12 ▲ 12 2 55

飲食部門 320 1 4 ▲ 4 ▲ 14 ▲ 13 15 307

　 カラオケ業態 25 0 2 25

直営店計 345 1 4 ▲ 4 ▲ 14 ▲ 13 17 332

FC店 10 0 10

全店合計 355 1 4 ▲ 4 ▲ 14 ▲ 13 17 342

増減
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本資料につきましては、投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであ
り、売買の勧誘を目的としたものではありません。また本資料に掲載しております
情報は、発表時点において把握できる情報から得られた当社の経営者の判断に
基づくものでありますが、当社はその正確性・安全性を保障するものではありま
せん。本資料は、投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、
お客様ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前提にご提示させてい
ただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。

今後の業績は、市場における変化や経済動向の変動など、さまざまな重要な要
素により、当該情報とは大きく異なる可能性がございますことを予めご承知おきく
ださいますようお願い申し上げます。

IRに関するお問合せ
株式会社アトム 経営企画室

E-mail:  atom-ir@atom-boy.com

http://www.atom-corp.co.jp/
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